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会場では小学校の勉強体験やアニメ上映会なども開催 沖縄県内の３地区で開催し、約1,350名が参加した

入学前の準備や心構え、学校生活の基本などについて関係者が講演1968年から続く「新１年生入学おめでとうの集い」

例年以上の活動ができて参加者も主催する側も満足
遊技業界がこのような助成に取り組んでいることを初めて知って感心するとともに、今回、

助成していただいたことに感謝しております。
助成のおかげでイベントに新たなコンテンツを加えることができました。今後もイベントを

継続していきたいと思います。

新１年生入学おめでとうの集い実行委員会 
琉球新報社 読者事業局 読者事業部 副部長 来間信也さん

助成団体： 新１年生入学おめでとうの集い実行委員会 

半世紀近く継続することで定着している 
沖縄の新１年生入学おめでとうの集い
「新１年生入学おめでとうの集い」を主催・運営している

のは、那覇市に本社を置く琉球新報社と、その販売店など

547店が加盟する琉球新報販売店事業協同組合を中心と

した実行委員会。その実行委員会のメンバーである琉球

新報社読者事業局の来間信也さん自身も、「確か第８回目

ぐらいのときだったと思いますが、私もこの集いに参加して、

おみやげをもらって帰った記憶があります。社内にも参加し

たという人が何人もいます」と話す。

購読者サービスの一環として始められたイベントだと言

うが、沖縄返還前の1968年から続いているという事実に

驚かされる。「開催時期の１月から3月というのは、ちょう

ど入学シーズンに向けて新聞紙上でも関連する記事や

広告が掲載される時期。そうしたことに合わせて、新聞

社としても何かできないかということで始まったと聞いてい

ます」と、来間さん。

開催時期が近づくと、新聞社に直接、入場整理券の入

手の仕方などに関する問い合わせがあるそうで、新学期

前のイベントとして一般に広く認識され、定着しているのが

うかがえる。

「沖縄県内の３地区で、その年の４月に小学校入学予

定の児童と保護者を招き、入学前の準備や心構え、学校

生活の基本などについて地域の小学校校長などに講演し

てもらいます。小学校はどんなことをするところなのか、小

学校は楽しいところだというイメージを持ってもらうことで、

子どもや保護者の不安を軽減するとともに、その門出を祝

うというのが目的です」

しかし、継続していることの裏返しとして、内容がマンネ

リ化していることと、今の子どもにとってはやや堅苦しい 

内容なので、実行委員会では子どもの興味を引くための

新たなコンテンツの導入を検討していた。

AJOSCの助成を活用して実施できた 
食育と安全に関する新規コンテンツ

今年の新1年生入学おめでとうの集いは、1月21日に名

護市、2月12日に宜野湾市、3月20日に那覇市で開催され

た。新聞紙面で告知を行い、参加希望者は販売取次店

や地区の幼稚園などで入手した入場整理券を手に会場

入り。子供と保護者合わせ、開催順に約300名、約450名、

約600名の参加者があった。校長による講演会「新１年生

の心構え」、歯科医師による講演「むし歯予防は健康のは

じまり」、小学校の勉強体験（フラッシュ暗算、楽しい英語ミ

ニレッスン）、アニメ上映「妖怪ウォッチ」&みんなでダンス「よ

うかい体操第一」、合唱「いちねんせいになったら」、お楽

しみ抽選会などの内容に加え、今年はAJOSCの助成を

受けたことで、新たなコンテンツを導入できたという。

「食育の一環として、琉球大学教育学部の森山克子准

教授と学生による食育紙芝居『朝ご飯で元気』を実施でき、

本当によかったと思っています。なぜ、朝食をしっかり食べ

ることが大切なのか、とてもわかりやすい内容にまとめられ

ていて、特に保護者の方々には大いに参考になったと思

います。これをきっかけに、親子で話し合うようになってもら

えればいい。また、子どもたちに人気のご当地キャラクター

『琉神マブヤー』を呼んで、交通安全と防犯についての講

演もできました。これはやはり子どもたちに大ウケでした」

これから学校に通うことになる子どもたちやその保護者に、

基本となる食や安全についてわかりやすい形で啓発でき

たことは、主催者としても満足がいくものだったと、来間さん。

今後も、新１年生の旅立ちを祝うイベントとして継続してい

くという。

小学校入学を控えた子どもや保護者を対象に
準備や心構えを説きつつ祝福する催しを継続

小学校入学は本人にとっても、保護者にとっても一大イベントである。それだけに期待と不安が入り混じった複雑な
心持ちになるが、その旅立ちを温かく祝福するための集いが、沖縄で1968年から続けられている。今年もまた、１〜
３月にかけて、３地区の会場で1,300名以上の参加者を集めて開催された。

一般助成　子どもの健やかな成長を願う事業（つながり・かかわり）

「新１年生入学おめでとうの集い」事業


